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【子供の姿・学びのストーリー 遊びの中の子供の育ち】

今では夢中になって色水石鹸泡づくりをするさくら組の子供たちですが、遊びのきっかけは

きく組（年長児）のお姉さんが落ちない泡を見せてくれたことでした。

『落ちない泡を作ってみたい！』（４月）

年長児の作った落ちない泡を見て「私もやってみたい！」と年中児が言いました。教師が

「それならきく組さんに聞いてみたら？」と言うと勇気を出して「どうやって作るの？」と年

中児が尋ねました。それを聞いた年長児は「こっちにおいで！」と優しく年長児の色水コー

ナーまで連れて行ってくれました。「水の量は少なめだよ。ストップと言ったら水をとめて

ね！」と水の量や石鹸の量など優しく教えてくれました。初めは年長児の色水コーナーで作る

ことにドキドキしていた年中児の子供たちですが、教師が見守る中でこの日は、年長児の教え

をよく聞きながら夢中になって作っていました。落ちない泡までは作れなかったものの、初め

て作る泡に大喜びでした。

・・・・・。

子供の挑戦 子供のつまずき 子供の努力

を支える教師のマインドセットを大切にした実践です

『これ使ったらいいよ』（６月）

ある雨の日に、「私もやりたい」ともも組（年少児）の子供たちが数人やってきました。自分た

ちなりに「ここ空いてるよ」と声をかけたり、「この道具使っていいよ」と道具を貸してあげよ

うとする姿が見られました。ある子供は、「この色水を入れたら色が変わるんよ。入れてあげ

よっか？」と聞いて、年少児が作った泡に自分の作った色水を入れてあげる姿も見られました。

それぞれが思い思いの色水や石鹸泡を作って楽しんでいました。

『先生、見てみて～！』（７月）

繰り返し色水石鹸泡遊びを楽しんでいるうちに、今では自分たちで落ちない泡を作れるようにな

りました。「私が石鹸を削る係するね！」と友達と一緒に作る姿や、「それ、どうやって作る

ん？」と友達に聞いて同じように作ろうとする姿が見られています。４月から繰り返し遊んでい

く中で、様々なことを学びとっているようです。

【教師の語り…思いや願い 子供たちの“やってみたい”を支える保育】

子供たちの“やってみたい”瞬間を逃さず、また“やってみたい”気持ちを支えながら保育を

行っています。子供たちは日々同じ遊びをしているように見えて、その日その日で興味関心は

違っていきます。水・石鹸の量によっての泡の変化や色の変化、いろいろなことにたくさん気付

きながら遊んでいます。上手くできて嬉しかった経験、上手くできなくて悔しかった経験、いろ

んな経験が日々の子供たちの成長につながっています。その姿を丁寧に見取り、寄り添いかか

わっていきながら、できた結果に目を向けるのではなく、その過程を大切にこれからも保育を実

践していきたいと思います。また、私自身も子供たちと一緒にその瞬間を共に楽しめる保育者で

ありたいです。
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研究だよりの
アンケートにご協力ください

幼小中一貫教育研究だよりをご覧いただきありがとうございます。
子どもたちのよりよい学びにつなげるため、こちらのアンケートにご協力を
お願いいたします。

研究だより（カラー版）
幼小中一貫教育研究だよりをご覧いただきありがとうございます。
学校園ホームページから、カラー版を閲覧できます。
よろしければぜひご覧ください。

学校園ホームページ「幼小中一貫教育研究だより」URL
https://www.hiroshima-u.ac.jp/fu_mihara/R7kenkyudayori


